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【 は じ め に 】血 液 透 析（ H D）患 者 か ら は 、透 析 前（ H D 前 ）・

後 （ H D 後 ） の 生 化 学 検 査 が H D 効 果 を み る た め に 出 検 さ

れ る 。 今 回 、 H D に お い て 頻 出 さ れ る 生 化 学 検 査 項 目 に 加

え 、 通 常 、 依 頼 の な い 生 化 学 検 査 項 目 に つ い て 、 H D 前 ・

後 の デ ー タ お よ び そ の 変 動 に つ い て 解 析 し た 。  

【 材 料 お よ び 方 法 】 試 料 と し て 、 5 医 療 機 関 か ら 受 託 し 検

査 が 終 了 し た 透 析 患 者 検 体 1 0 2～ 10 4 検 体 を 匿 名 化 し て 用

い た 。 検 討 方 法 は H D 前 ・ 後 の 検 体 に て 、 生 化 学 3 4 項 目

を 測 定 し た 。測 定 機 器 は 日 立 ラ ボ ス ペ ク ト 0 0 8 お よ び 日 本

電 子 B M8 03 0 と し た ｡  

【 結 果 】1 . H D 前 の 測 定 値 に つ い て：H D 前 の 各 項 目 の 平 均

値 と 当 社 基 準 値 と 比 較 し た と こ ろ 、A L B、1 .5 A G が 低 値 で 、

C R P、 A D A、 ク レ ア チ ン 、 シ ス タ チ ン C、 α1MG、 β2 M G、

Mb、 MM P 3、 P G -Ⅰ が 高 値 で あ っ た 。  

2 . H D 前 ・ 後 の 変 動 に つ い て ： H D 前 ・ 後 の 変 動 が + 2 0 %以

上 の 項 目 は 、 A ST、 H DL、 L D、 L DL、 F e、 P G -Ⅱ で 、 - 2 0 %

以 上 の 項 目 は 、 A M Y、 T G、 ク レ ア チ ン 、 1 . 5A G、 β2 M G、

シ ス タ チ ン C、M b で あ っ た 。ま た 、変 動 が ± 5 %以 内 の 項 目

は 、 C K、 T B A、 P G -Ⅰ で 、 他 の 項 目 は ± 6 ~1 9％ の 変 動 で あ

っ た 。  

3 .異 常 高 値 項 目 に つ い て ： 試 薬 の 測 定 上 限 を 超 え る 異 常 高

値 を 示 し た 項 目 と そ の 出 現 率 は 、 P G -Ⅰ が 7 1%、 シ ス タ チ

ン C が 5 0%、 Mb が 5 . 8 %、 P G -Ⅱ が 4 . 8 %、 α1MG が 1 . 9 %

で あ っ た 。  

【 考 察 】 H D 前 で 異 常 高 値 を 示 し た シ ス タ チ ン C お よ び

α1MG は 腎 障 害 に よ る 上 昇 、 P G -Ⅰ お よ び P G -Ⅱ は 主 要 代

謝 臓 器 で あ る 腎 臓 が 障 害 を 受 け た こ と に よ っ て 、 濃 度 が 上

昇 し た と 思 わ れ る 。 H D 前 ・ 後 の 変 動 に お い て 変 動 が 大 き

か っ た 項 目 は 、 H D の 拡 散 と 限 外 濾 過 の 2 つ の 作 用 に よ っ

て 、除 外 さ れ た 物 質 の 濃 度 は 低 下 し 、除 外 さ れ な か っ た（ 分

子 量 が 大 き い ） 物 質 の 濃 度 は 上 昇 し た と 思 わ れ る 。  

【 結 語 】 血 液 透 析 検 体 に お い て は 、 多 く の 生 化 学 項 目 で 特

徴 が み ら れ た こ と か ら 、 各 検 査 項 目 の 透 析 前 ・ 後 の お よ そ

の 値 を 把 握 す る こ と が 、 デ ー タ 判 読 す る 上 で 大 事 で あ る 。  
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